
「腸呼吸」でイグ・ノーベル賞

哺乳類も肛門から酸素吸収
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（武部責則教授らの論文を蔓に作成）

東
京
医
科
歯
科
大
の
武
部
教
授
ら

【
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
（
米
マ
サ
チ
ュ

ー
セ
ッ
ツ
州
）
時
事
】
独
創
的
で
ユ

ー
モ
ラ
ス
な
研
究
を
表
彰
す
る
「
イ

グ
・
ノ
ー
ベ
ル
芦
の
今
年
の
授
賞

式
が
1
2
日
、
米
東
部
ボ
ス
ト
ン
近
郊

の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
で
行

わ
れ
、
哺
乳
類
が
肛
門
を
通
じ
て
腸

で
呼
吸
で
き
る
こ
と
を
発
見
し
た
東

京
医
科
歯
科
大
の
武
部
貴
則
教
授

（
訂
）
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
「
生
理
学

芦
を
受
賞
し
た
。
日
太
人
の
受
賞

は
1
8
年
連
続
。

教
授
ら
の
研
究
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
な
ど
で
呼
吸
不
全
に

陥
っ
た
患
者
に
対
す
る
症
状
緩
和
策

に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

専
門
の
再
生
医
学
の
観
点
か
ら
肺

の
研
究
を
始
め
た
武
部
教
授
ら
は
、

ド
ジ
ョ
ウ
の
呼
吸
級
に
注
目
。
ド
ジ

ョ
ウ
は
普
段
は
え
ら
呼
吸
だ
が
、
低

酸
素
環
境
下
で
は
酸
素
を
腸
で
取
り

込
ん
で
補
充
す
る
。

肺
機
能
が
低
下
し
た
人
間
に
も
こ

の
「
腸
呼
野
を
応
用
で
き
な
い
か
と

考
え
、
マ
ウ
ス
や
ブ
タ
で
実
験
。
肛

門
か
ら
酸
素
ガ
ス
や
酸
素
を
豊
富
に

溶
か
し
た
液
体
を
供
給
し
た
と
こ

ろ
、
血
中
の
酸
素
量
が
増
加
し
、
生
存

率
が
改
善
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

教
授
ら
は
、
こ
の
手
法
を
「
腸
換

気
法
」
と
名
付
け
て
2
0
2
1
年
に

発
表
。
現
在
は
、
患
者
の
肛
門
に
か

1
2
日
、
米
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ケ
ン
ブ
リ
ッ

ジ
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
で
開
か
れ
た

イ
グ
・
ノ
ー
ベ
ル
賞
授
賞
式
で
、
生
理
学
賞
を

受
賞
し
た
（
演
壇
か
ら
右
に
）
鹿
部
薫
別
教

授
、
芳
川
豊
史
教
授
、
岡
部
亮
医
師
ら
研
究
チ

ーム（時事）

ん
腸
の
要
領
で
酸
素
を
投
与
す
る
医

療
機
器
の
治
験
を
進
め
て
お
り
、
2
8

年
に
日
本
で
、
3
0
年
に
米
国
で
の
製

品
化
を
目
指
し
て
い
る
。

呼
吸
不
全
の
患
者
に
は
従
来
、
人

工
呼
吸
器
や
体
外
式
膜
型
人
工
肺

（
E
C
M
O
）
が
使
用
さ
れ
る
が
、

身
体
的
負
担
が
大
き
く
、
扱
い
も
難

し
い
。
武
部
教
授
は
時
事
通
信
の
取

材
に
、
腸
換
気
法
は
超
未
熟
児
に
も

活
用
で
き
る
と
指
摘
。
今
回
の
受
賞

を
通
じ
て
「
ま
だ
広
く
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
な
い
技
術
だ
が
、
楽
し
み
な

が
ら
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
あ
り
が
た

い
」
と
話
し
た
。

授
賞
式
で
は
共
同
受
賞
者
の
岡
部

亮
医
師
（
砦
、
名
古
屋
大
の
芳
川
豊

史
教
授
（
撃
ら
と
ド
ジ
ョ
ウ
の
帽
子

を
か
ぶ
っ
て
研
究
を
再
現
。
酸
素
に

見
立
て
た
風
船
を
お
尻
に
あ
て
が
っ

て
説
明
す
る
と
、
会
場
は
笑
い
と
拍

手
に
包
ま
れ
た
。


